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天然ものに迫る風味と
食感を実現し、飲食店
やホテルなどから高い
評価を得ている陸上養
殖あわび

　

　世界自然遺産・白神山地を有し、面
積の８割が森林という自然豊かなエリ
ア、八峰町。山地から流れ込む清水が
育む海の幸を特産品としている地域で
今、漁業の未来を開く画期的な取り組
みに注目が集まっています。
　その名も "陸上養殖プロジェクト "。
廃校になった旧八森小学校の校舎に設

置した水槽であわびを養殖、通年で安
定供給を目指すという計画には、漁業
関係者のみならず地域住民も期待を寄
せています。
　少子高齢化が進む海辺の小さな町
で、同プロジェクトが期待を集めてい
る理由は二つ。
　一つは漁や、海での養殖に比べて体
力的な負担がはるかに軽減されるこ
と。もう一つは天候や自然災害に左右
されず、少人数で対応できること。実
際に陸上養殖の先進国であるイスラエ

ルやオランダ、ノルウェーなどではグ
ループや家族単位で営む小規模な施設
も珍しくありません。

日本白神水産株式会社

菅原一美 代表

水槽から取り上げられた直後のあわび

白神あわび

作り育て
る漁業で

海辺の
町の

未来を開
きます

稚貝の放流をはじめとした「あわびを作り育てる漁業」

に地域一丸で取り組んでいる八峰町で、日本における

漁業の常識を覆す驚きのプロジェクトが進んでいます。

少子高齢化が進む海辺の小さな町の未来に光を照ら

す、その取り組みを追いました。
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地元の期待を一身に
集める陸上養殖

日本白神水産株式会社

菅原一美 

未来を開
きます



  

　「乱獲や地球温暖化の影響などによ
り、世界の海で天然ものの漁獲量が減
り続けていることも陸上養殖が期待を

集める理由。漁業を取り巻く世界では
今、海のものを取る旧来のシステムか
ら、海のものを作る新しいシステムへ
の移行が喫緊の課題となっています」
と語ってくれたのは、プロジェクトを
進める日本白神水産の菅原代表。
　菅原さんは、海洋政策研究財団の調
査役として世界の養殖技術を研究して
いました。その研究を生かし、各地で
コンテナによる養殖システムの実用化

支援を行っていた、業界では名の知れ
た存在。そんな菅原さんが八峰町に腰
を据えたのは、ある重大な出来事が
きっかけでした。
　「東日本大震災です。壊滅的な被害
を受けた太平洋側のあわび養殖業者
の相談を受け、日本海側に養殖システ
ムを置くことでリスクを分散できない
か、と考えたわけです。場所について
はすぐに八峰町が名乗りを挙げてくれ
まして、被災地支援と地域活性化の両

方の観点から、この場所で会社を
立ち上げる決意をしました」

（菅原代表）

　生き物を育てる手間は省けないもの
の、今後一層システムの効率化が図ら
れれば爆発的に普及が進むことも考え
られる陸上養殖。カギは " 養殖 = 天
然に劣る " という世間一般のイメージ
を払拭し、収益性の高いモデルを確立
していくことにあります。
　「弊社では近くの海からくみ上げた

海水を使い、海のあわびが食べている
ものと同等のエサを与えることで、天
然ものに迫る風味と食感を実現してい
ます。飲食店をはじめとした販売先の
評価はおおむね良好で、単価も一般的
な養殖ものより高値を維持していま
す。今後のテーマは食品開発業者との
協働により加工品のラインナップを増
やし、一般の需要を喚起しながら生産
量の拡大に努めること。あわびのオー
ナー制度といった新しい取り組みにも
チャレンジしてみたいですね。時間は

かかるかもしれませんが、実現したい
です」（菅原代表）
　今回の取材を通して、秋田発の陸上
養殖システムが日本の漁業のスタン
ダードになる日もそう遠くない気がしま
した。八峰町から聞こえる未来の足音
に、皆さんも耳を傾けてみてください。

教室に所狭しと並べら
れた養殖用水槽を管理
するスタッフのほとんどは
漁業未経験者

白神あわびを使った絶品料理⇒レシピは本紙P9へ

自慢のあわびは学校育ち。

全国の注目を集めています。

これからは海のものを
作る時代へ

収益性の高いモデルを
確立できるかがカギ

ブク
ブク・
・・
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秋田が元気になってきた！と感じられる明日の実現に向けて
　県政のあらゆる分野に影響を及ぼす人口減少問題に立ち向かうため、あきた未来創造部では、あき

た未来総合戦略で掲げる4つの基本目標のうち「移住・定住対策」「少子化対策」「新たな地域社会

の形成」の3分野の施策を集約、一体的に取り組むとともに、「産業振興による仕事づくり」の分野に

ついては産業労働部をはじめとした各部と連携し、効果的な施策を進めていきます。

　女性や若者、子どもからお年寄りまであらゆる世代が幅広く活躍できる社会の実現までには、息の長

い取り組みも必要になるでしょう。しかし一日も早く、誰の目にも「秋田が元気になってきた！」と映るよう、

あきた未来創造部はスピード感を強く意識し、対策を推し進めていきます。

人口の自然減の抑制を図るため、女性や若者が活躍できる

社会づくりを推進します。

♦結婚や子育ての総合的な支援
♦男女共同参画社会の実現
♦子ども・若者の活躍や自立の支援
♦仕事と子育ての両立や女性の活躍支援

あきた未来戦略課  ☎018-860 -1231

高 等 教 育 支 援 室     ☎018-860-1223

移住・定住促進課
☎018-860-1248

移住・定住促進課☎018-860-1248
地域コミュニティの維持・活性化を図るため、地域資源や

人材の活用、多様な主体との協働を促進します。

♦県と市町村の協働プロジェクトの推進
♦秋田版CCRC構想の推進
♦NPO・地域づくり団体の支援
♦地域コミュニティ活動活性化の拡大

県は今年4月1日より、全国で初めて人口減少対策を専門に手掛ける部を創設しました。
あきた未来創造部には、「あきた未来戦略課」「移住・定住促進課」「次世代・女性活躍支援課」
「地域の元気創造課」の4課と「高等教育支援室」「活力ある集落づくり支援室」の2室を設置。
また県内8つの地域振興局地域企画課を「地域未来創造センター」と位置付け、県民の皆さま
への情報提供や相談に対応する窓口としています。

 この春スタート、
あきた未来創造部！

次世代・女性活躍支援課
☎018-860-1552

地 域 の 元 気 創 造 課 ☎018-860-1237

活力ある集落づくり支援室 ☎018-860-1215

人口の社会減に歯止めをかけるため、多様な人材の移住・

定住を促進します。

♦高校生や大学生などの県内就職促進
♦奨学金の返還助成
♦総合的な移住情報の発信
♦移住者の受入体制の充実

人口減少の克服に向け、あきた未来総合戦略を着実に

推進します。

♦あきた未来総合戦略の全体調整
♦ふるさと納税の推進
♦科学技術振興・産学官連携
♦大学や短大など高等教育機関の支援
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 【県民の皆さまへ】

 【保護者の皆さまへ】

みんなでつくろう

いじめのない学校と社会
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いじめとは、児童生徒に対して、その児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的・
物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）で、その行為の対象と
なった児童生徒が心身の苦痛を感じているものを指します。

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、
嫌なことを言われる

仲間はずれ、集団による無視をされる

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして
たたかれたり、蹴られたりする

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、
蹴られたりする

金品をたかられる

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、　
捨てられたりする

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことを
されたり、させられたりする

パソコンや携帯電話、スマートフォンなどで、
誹謗（ひぼう）中傷や嫌なことをされる　

理解していますか？ いじめの定義

あなたの立場でできることは？

お問い合わせ先／県教育庁高校教育課

0120-0-7
な

8
や

3
み

1
言

0
おう

☎ 018（860）5165

いじめなどの問題に悩む子どもや保護者向けに、
夜間・休日を含めて24時間いつでも相談できる
窓口を開設しています。通話は全国どこからでも
可能です。

24時間子供SOSダイヤル

一人で悩まず相談してください！

県ではこの他にも、児童相談所や警察、医療機関やNPO
などと連携し、さまざまな相談お受けしています。詳しく
は「ふきのとうホットライン」をご覧ください。

ふきのとうホットライン

具体的な事例

地域の児童生徒を見守るとともに、学校や家庭、関
係者と連携・協力して、児童生徒が安心して学習し、
健やかに成長できる環境づくりに努めてください。また、
いじめの事実があると思われるときは、関係機関に情
報を提供するよう努めてください。

日頃から家庭の中で人を思いやる心を育み、子ども
がいじめを受けた場合は守ってあげてください。また、
学校が行ういじめ防止対策へのご協力をお願いし
ます。

「いじめ」は、全ての子どもたちの心身の健やかな成長の妨げとなる、決して許されない行為です。

県では、いじめ防止のための取り組みを徹底するため、「秋田県いじめ防止対策推進条例」を昨年10月

に施行し、「秋田県いじめ防止等のための基本方針」を今年３月に改訂しました。

いじめを見逃さず、速やかに組織的な対応を取れるよう県民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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横堀道路

平成29年度開通予定！
鷹巣大館道路
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事業化決定！
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大館能代空港大館能代空港
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（仮）小繋IC（仮）小繋IC

大館南IC大館南IC
二井田真中IC二井田真中IC

鷹巣大館道路

全長＝12.2km全長＝1.7km

現道活用区間 全長 = 18.0km

二ツ井今泉道路

鷹巣西道路

（仮）今泉IC（仮）今泉IC
鷹巣IC鷹巣IC
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秋田県湯沢市上院内

湯沢市湯沢市

由利本荘市由利本荘市

真室川町真室川町

金山町金山町

秋田県

湯沢横手道路

山形県

下院内IC下院内IC
上院内IC上院内IC

主寝坂道路

真室川雄勝道路

院内道路

（仮）及位IC（仮）及位IC

108

108

山形県最上郡真室川町大字及位

事業化決定区間
全長=7.2km

雄勝こまちIC雄勝こまちIC

横堀道路
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たかのす
ひがしのしろ

事業実施中！
遊佐象潟道路

やしま

H29年度
開通予定

H28.10
開通

上院内IC上院内IC

県内高速道、
全線開通に向けて大きく前進！

鹿角市を通る東北縦貫自動車道が昭和61年7月に開通して以来、着実に整備が進められ
てきた秋田県内の高速道路は、唯一の未着手区間だった東北中央自動車道・真室川雄勝
道路の事業化が決定され、いよいよ全線開通の見通しが立ってきました。空港や港湾な
どと連携し、人・物・情報の流れがより円滑になる近未来を想像してみましょう。

お問い合わせ先／ 県道路課 ☎018（860）24836



運転免許証

運転免許証を更新するとき

認知機能低下の
おそれあり

認知機能低下の
おそれなし

医師の診断

・免許取消し
・免許停止 等

認知症
ではない
と診断

免許更新 免許継続

認知症の
おそれあり

一定の違反をしたとき

臨時認知機能検査

※前回より検査結果が悪化
　した場合などに受講

認知機能低下の
おそれなし

運転免許証

認知症の
おそれあり

認知機能低下の
おそれあり

医師の診断

・免許取消し
・免許停止 等

臨時高齢者講習

認知機能検査（自動車教習所で実施） （自動車教習所で実施）

信号無視

一時不停止

認知症と診断

認知症
ではない
と診断認知症と診断 高齢者講習

３時間 ２時間
２時間
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運転免許証自主返納制度をご存じですか？
申請方法

運転に自信がなくなった方や運転する機会が少なくなった方については、運転免許証
を自主的に返納する制度があります。返納された方には希望により公的な身分証明書
として使用できる「運転経歴証明書」が発行されます（発行手数料 1,000 円）。
ぜひ検討してみてください。

お問い合わせ先 県警察本部運転免許センター ☎ 018（824）0660

運転免許センターや住所地を管轄する
警察署で申請できます。運転免許セン
ターでは、事前申込により日曜日も受
け付けます。

1.タクシー割
タクシー利用時に「運転経歴証明書」
を提示すると乗車運賃が 1 割引きに。
県内すべてのタクシーで利用できます。

2.支援協賛店による割引
「運転経歴証明書」を提示することで、
支援協賛店の独自の優待サービスが
受けられます。

3.とくとく回数券の購入
秋田中央交通、羽後交通、秋北バス
が発行する 1,200 円分の回数券を
1,000 円で購入できます。

など

70歳以上75歳未満の

ドライバーのみなさん

75歳以上の
ドライバーのみなさん

◆更新時の認知機能検査で「認知症のおそれあり」と判定された方は、
　医師の診断書を提出する必要があります。
◆案内はがきが届いたら、すぐに自動車教習所に予約を

※新制度の高齢者講習は、運転免許証の
　有効期限が平成 29年9 月12日以降に
　満了する方が対象となります。

◆更新時の高齢者講習が 3 時間から 2 時間に短縮
◆安全運転をしていただくために内容も充実
◆案内はがきが届いたら、すぐに自動車教習所に予約を

防ごう！

高齢ドライバーの交通事故
全国で高齢者が関与する交通事故が増加傾向にあることを受け、今年 3 月、
改正道路交通法がスタートしました。新制度により、75 歳以上の方は一定の
違反（一時不停止など 18 項目）をした場合に臨時認知機能検査が課せられ、
その結果が前回と比べ悪化した方などは講習を受けることになります。

運転経歴証明書の提示により、さまざまな特典が受けられます

止まれ
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。

コーチの指
し じ
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う
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じ動
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く
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技
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成
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合
り
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ほ
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いく
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いちりんしゃ

輪車クラブは厳
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れんしゅう

習の積
つ

み重
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ね

で、人
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技力に磨
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な

前
まえ

を見
み
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風力発電導入量調査（2016年度末見込み）によると、秋田県は全国順位で昨年
の3位から2位に上昇、単年度の導入量では3年連続で全国1位となっています。
県では、新エネルギー関連産業の育成をさらに進め、国内最大級の新エネルギー
供給基地と関連産業集積拠点の形成を目指します。
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